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第４回　新東名夢ロード懇談会　開催報告
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１．第４回新東名夢ロード懇談会　開催概要

○開催日時

　　　１０月３１日（金）　１３：３０～１５：３０

○場所

　　　虎ノ門パストラル　本館８階「けやき」

　　　港区虎ノ門　4-1-1

○会社側出席者

　　　矢野会長、高橋社長、横田本部長、吉川本部長、　　　　　　　　
高松東京支社長、岩田名古屋支社長、　　　　　　　　　　　　　　　
経営企画部小室部長、木村担当部長、技術開発部猪熊部長、　
建設事業本部加藤担当部長　他
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座　長　　森地　　茂　 　政策研究大学院大学　教授
委　員　　池内　克史　　東京大学生産技術研究所情報・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ系部門　　
　　　　　　　　　　　　　　　先進ﾓﾋﾞﾘﾃｨ（ＩＴＳ）連携研究センター　教授（欠席）

　　　　　　加藤　順介　　㈱小糸製作所　取締役相談役
　　　　　　神野　信郎　　中部経済連合会　副会長
　　　　　　川嶋　弘尚　　慶応義塾大学理工学部管理工学科　教授（欠席）
　　　　　　苦瀬　博仁　　東京海洋大学流通情報工学科　教授
　　　　　　平野　次郎　　学習院女子大学国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科　教授　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元ＮＨＫ解説委員）

　　　　　　ﾏﾘ・ｸﾘｽﾃｨｰヌ　異文化コミュニケーター、　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域・都市・まちづくり研究所所長

　　　　　　森川　高行　　名古屋大学大学院環境学研究科　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市環境学専攻　教授（欠席）

　　　　　　横山　雅子　　㈱マックス・ヴァルト研究所　代表取締役社長
　　　　　　渡邉　浩之　 　トヨタ自動車㈱　技監
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、五十音順）

２．委員構成
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第5回以降

(第5回：２００９年３月頃)

３．新東名夢ロード懇談会のスケジュール（案）

第１～３回
（２００７年度）

第４回
(２００８年１０月３１日)　

新東名で展開する各種サービスの検討新東名で展開する各種サービスの検討

事業性の検討事業性の検討 課題解決方策の検討課題解決方策の検討

サービス実現に向けたアクションプランの検討
展開・普及方策/国際化対応/サービス評価方法

サービス実現に向けたアクションプランの検討
展開・普及方策/国際化対応/サービス評価方法

新東名における各種サービス導入のための整備・展開計画新東名における各種サービス導入のための整備・展開計画

新東名における各種サービスの導入の方向性の検討新東名における各種サービスの導入の方向性の検討

新東名における各種サービス導入基本戦略
短期・長期別のサービス内容及び課題

新東名における各種サービス導入基本戦略
短期・長期別のサービス内容及び課題

導入サービスの絞り込み導入サービスの絞り込み

短期サービスについて短期サービスについて

新しい貨物輸送システムについて新しい貨物輸送システムについて

実証実験計画について実証実験計画について

実証実験実証実験
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４．懇談会での主な意見①

○リーディングプロジェクト全体について

　・意欲的な取組みを評価

○隊列走行・連結走行について

　・ｲﾝﾌﾗ側で、車群制御などの必要最低限管理すべき事項を、検討していくことが
　必要

　・実験でどのような検証をするのか明確にする等、実現に向けたﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを作成　
　するべき

　・実験にあたっては、運送会社等と連携しながら検討し、また、環境・安全につい　
　ての効果検証も必要

　・法整備も関係するので、関係機関との早期連携が必要

　・連結走行や隊列走行の場合の保険形態について、検討することが必要

○専用ﾚｰﾝについて

　・トラックと乗用車の分離は、新東名供用開始当初からのサービスではないことを
　はっきりと発信していくことが必要

　・専用ﾚｰﾝでの事故発生時の対策を考えておくことが必要
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４．懇談会での主な意見②
○新しい貨物輸送ｼｽﾃﾑについて

　・新しい貨物輸送システムの検討にあたっては、徐々に普及していく途中段階での
　車両・ﾀｰﾐﾅﾙの利用方法について検討することが必要

　・物流事業者が望んでいることは何かを再認識して、ｻｰﾋﾞｽを考えることも必要

○地域との連携について

　・地域との連携、地域へどう貢献するかについて考えるべき （太陽光、風力等の　
　電力を地元へ供給等）

　・地域からみれば、高速道路はライフラインであり、ＰＲも含めて地元への情報発　
　信が必要

　・高速道路は街づくりの役割も担っているので、地元への還元が必要であり、例　　
　えば物流基地等の整備は、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙになる可能性が大きい

○その他

　・様々なｻｰﾋﾞｽの検討にあたっては、優先順位をつけて取り組むべき

　・本線部のｻｰﾋﾞｽは、安全面を充実させた方が良い

　・通信・放送の激変が予想される、全線開通する12年後の新東名における夢が何
　か、改めて考える必要がある　
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５．サービスメニュー導入行程（案）

隊列走行*2

電気自動車*1他の
関連
動向

導入基本戦略

長期目標サービス展開期間
（全線開通時（2020年）以降に開始する主なサービス）

短期目標サービス展開期間
（2012年～2020年に開始する主なサービス）準備期間

検討検討

インフラ
整備
インフラ
整備

詳細検討詳細検討

インフラ整備インフラ整備

詳細検討詳細検討 ｲﾝﾌﾗ整備

2012年 2020年

お客様サービス(例）お客様サービス(例）

道路管理者関連システム（例）道路管理者関連システム（例）

実証実験
（2009～）

実証実験
（2009～）

貨物車の連結走行

検討検討 インフラ整備インフラ整備 試行運用試行運用 導入導入

貨物車の
隊列走行

貨物車専用車線

ITS車載器等を活用した安全情報提供ETC車載器を活用した安全情報提供普及

DSRCアンテナ等

プローブ情報を活用した正確な旅行時間予測

リアルタイムで正確な経路情報の提供

貨物車、荷物情報の提供

道路情報の事前提供によるエコドライブ制御支援

SA・PAでのきめ細やかな各種ｻｰﾋﾞｽ、ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

電気自動車等への
燃料供給装置

*1：（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構　技術戦略マップ2007より

*2：産業競争力懇談会　交通物流ルネサンス実現に向けた提言より

実用化実用化実験路実証実験（モデル事業）実験路実証実験（モデル事業）実験路テスト実験路テスト車両開発車両開発

高性能電気自動車実用化高性能電気自動車実用化要素技術開発（車体軽量化、モーター効率向上、高性能二次電池、電力供給システム）要素技術開発（車体軽量化、モーター効率向上、高性能二次電池、電力供給システム）

実証実験実証実験

大型車誘導施策

空き駐車マスへの誘導

歩行者安全対策

インターネット接続

太陽光発電 電気給電ｽﾀﾝﾄﾞ

きめ細やかな情報収集・提供

路上落下物自動検知装置
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６. 主な短期目標サービス

・遠隔操作による工事規制標識の高度化
・路上の落下物を自動で回収する装置の技術開発
・キャビテーション技術を用いた清掃技術開発
・気象急変地域における情報収集・提供技術開発
・GPS等を用いた点検技術開発
・長寿命の照明技術開発

・給電スタンドシステム設置によるアイドリングストップ等の環境対策
・太陽光発電の採用による環境対策
・事故、自然渋滞発生時の渋滞予測システム
・プローブ情報を活用した正確な旅行時間予測
・環境対応型舗装
・高速移動通信への対応
・快適なトイレ・リフレッシュ空間・大型車専用サブトイレの整備
・車載器を活用したバス・貨物車の運行管理支援、輸送品質管理支援
・バーチャル受付嬢によるお客様サービス
・LEDを用いた空き駐車マスへの誘導
・スマートICの設置

・ITS車載器を活用した安全情報提供
・テレビカメラを活用した安全情報提供
・緊急車両の支援
・標識の視認性向上
・歩行者安全サービス

短期目標サービス例方向性

安全・安心の実現安全・安心の実現

環境への配慮環境への配慮

多様なライフスタイルの実現
　　・活力ある社会の実現

多様なライフスタイルの実現
　　・活力ある社会の実現

各サービスを効率的かつ円滑に提供するための

道路管理者支援技術開発

各サービスを効率的かつ円滑に提供するための

道路管理者支援技術開発
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事
故
渋
滞
中

事
故
渋
滞
中

事

故

渋

滞

中

この先事故のため

１０ｋｍ渋滞してお
り、通過に約５０分
かかります・・・

指令電話接続装置

高速道路本線上

保全・サービスセンター

指令制御装置

道路管制センター

非常電話

JACK回線

スピーカ

改造

新設

自
営
網

ＬＥＤ表示板

図２

事

故

渋

滞

中

この先事故のため

１０ｋｍ渋滞してお
り、通過に約５０分
かかります・・・

指令電話接続装置

高速道路本線上

保全・サービスセンター

指令制御装置

道路管制センター

非常電話

JACK回線

スピーカ

改造

新設

自
営
網

ＬＥＤ表示板

図２

７．実現するサービスのイメージ （本線部）

2012年～2020年（全線開通するまでに開始する主なサービス）

車両からの遠隔操作によるゲート導入

緊急開口部における情報板の導入

全線監視用テレビカメラの設置

多機能情報装置の開発

標識の視認性向上

ITS車載器を活用した安全情報提供

画像処理技術の高度化

落下物を自動で検知する装置

救急医療機関の詳細検討

GPS等を用いた点検技術の導入

LEDを用いた視線誘導装置

ﾗｲﾄﾊﾟｲﾌﾟ視線誘導装置

気象急変地域における情
報収集・提供技術開発

プローブ情報を活用した正確な旅
行時間予測
バス・物流支援システムの開発

高機能図形情報板の技術開発

事故、自然渋滞発生時の渋滞予
測システム

遠隔操作による工事規制標識の高度化

掛川
KAKEGAWA

出口
EXIT

掛川
KAKEGAWA

出口
EXIT

掛川
KAKEGAWA

出口
EXIT

路上の落下物を自動で
回収する装置の技術開発

※掃除機
のイメージ
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７．実現するサービスのイメージ（トンネル部）

夜光塗料夜光塗料

セラミックメタルハライドランプフィラメント無しランプ

新たな照明の設置検討

トンネル名称板の設置

キャビテーションを活用した清掃装置

　蓄光式誘導標識

画像処理

トンネル設備

2012年～2020年（全線開通するまでに開始する主なサービス）

１４１
金谷ﾄﾝﾈﾙ

１４１
金谷ﾄﾝﾈﾙ

１４１
金谷ﾄﾝﾈﾙ

自動点検ロボットの技術開発
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７．実現するサービスのイメージ （休憩施設）

※イメージ

オレンジトイ
レクリーナ

センサー

亀

亀

亀

亀
亀

亀
亀

亀 亀

亀

亀
亀

亀
亀

亀

無線LANを活用したテロップ・音声案内

電気自動車用給電スタンド設置による環境対策

太陽光 風力太陽光 風力

太陽光発電の採用による環境対策

給電スタンドシステム設置による
アイドリングストップ等の環境対策

スマートインターの設置

ヘリポートの技術支援

　LED点灯による歩行者安全対策サービス

センサーを用いた歩行者安全サービス

ヘリ運航要綱の締結検討

トイレ関連企業とタイアップしたスーパートイレ

バーチャル受付嬢による
お客様サービス

快適なトイレ空間

洋式化率の向上・洗浄器付
便座の整備

ＬＥＤを用いた空き駐車マスへの誘導
駐車歩行者安全対策

2012年～2020年（全線開通するまでに開始する主なサービス）
　大型車専用のサ
ブトイレの整備

環境対応型舗装

緑豊かな休憩施設の創出によ
る環境対策

ドッグランの整備

緑の里

○○～○○間　事故通行止め

物流施設との連携
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８．新しい貨物輸送システムに関するヒアリング調査概要

　　　　昨年度物流事業者ヒアリング

　　　　　　　・物流事業者６社

現状・課題
サービスニーズ

　　　新しい貨物輸送システムに
　　　　　　　　　　　関するヒアリング

　　・物流事業者、荷主および関係団体
　　（物流関係５、電機９、輸送機器２、
　　　農林水産５、その他４）計２５団体

現状・課題
コスト
ドライバーの労働環境、人員等
環境
車両、交通運用等
ロジターミナル
システム等

新しい輸送システムの想定

新東名神における新規休憩施設のイメージ

新東名神区間における幹線物流の将来イメージ

新しい幹線輸送システムの運営イメージ

　　　　　幹線輸送SPCによる運営

　　高速道路直結ロジターミナル
　　　　－幹線輸送
　　　　　－高速道路直結ロジターミナル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SPC：特定目的会社

海
外
の
工
場

港
湾
・
空
港

工

場 発
駅

着
駅

発
IC

着
IC

発
港

着
港

＜東名神・新東名神＞
トラック輸送

鉄 道

船 舶

東 名 神 区 間

隊列走行システムによる輸送

新しい幹線輸送システムの目指すもの
（域内～幹線～域内で、特に幹線部分）
◆物流コスト削減
◆環境負荷低減
◆定時性確保
◆ＩＴを活用したトレーサビリティーの確保
◆運転者不足の解消等
◆共同配送による片荷改善

高
速
道
路
直
結

ロ
ジ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

物
流
施
設

高
速
道
路
直
結

ロ
ジ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

広
域
的
な
物
流
施
設

店舗等

店舗等

都市配送用の
物流施設

（配送センター等）

工

場

港
湾
・
空
港

海
外
の
工
場

物
流
施
設

IC IC

高速道路直結ロジ・ターミナル（ＳＡ併設型）
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結果の概要結果の概要

項目 主な意見
・新システムを利用するか否かはコスト次第である（２者）。（農林水産）
・コストの面で有効であり、システムを活用する可能性大。（輸送機器）
・ドライバー人件費、燃料費等を含めて、現状よりも安価であることが必要。どれくらい効率化が
図れるのかの試算が必要。(電機）
・コンプライアンスの観点からも労働環境改善は必要。新しいシステムではドライバーのシフトを
工夫する必要がある。（農林水産）
・人員の面で有効であり、システムを活用する可能性大。(輸送機器）
・運転手不足の中で、このシステムは重要と思われる。（その他）
・コストが同じでＣＯ2が下がるなら利用するメリットがある。（電機）
・システムの方向性はスピード指向より環境指向が良い。(その他）
・定速走行で燃費が大きく改善される。そうした走行状況にするために乗用車と混在させないこと
が対策の一つ。（運輸・倉庫）
・改正省エネ法対応のために鉄道輸送を行っている。（運輸・倉庫）
・具体化するには、安全、法律面でのハードルは高いと思える。（電機）
・隊列走行システムは貨物専用レーンでないと事故が懸念される。（電機）
・安全を考慮すると専用レーンが良い。（運輸・倉庫）
・専用車線100km/hになるとすれば、非常に魅力的。（運輸・倉庫）

コストについて

ドライバーの労働環境、
人員等について

環境について

車両、交通運用等につ
いて

９．新しい貨物輸送システムに関するヒアリング調査結果
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項目 主な意見
・ロジターミナルの設置位置によってどれくらい効率化が図れるかの試算が必要。（電機）
・ロジターミナルにどのような施設・機能が必要か検討を要する。（電機）
・集荷した荷物をロジターミナルで仕分けし、上り、下りのいずれの幹線輸送にも振り分けること
ができる工夫が必要。（運輸・倉庫）
・ロジターミナルとして使用する場合、一般道からの出入りが可能であることが必要条件である。
（運輸・倉庫）
・幹線部分に別の事業者が入ると、発着地の両方で営業しているようなある程度の規模の会社
しか使えないのではないか。（農林水産）
・時間を守ってもらうことが最も重要。（輸送機器）
・輸送責任の問題があるため、末端の集配送との関係も重要。（電機）
・全国に輸送しているため、東名神だけでなく全国的に整備されないと利用するメリットがない。
（その他）
・特積み輸送では、幹線部の共同運行を行っていることもあり、本システムのニーズがあるかもし
れない。（運輸・倉庫）
・鉄道を利用する場合は時間待ちが長いので、このシステムですぐスタートできるのならメリット
がある。（運輸・倉庫）
・鉄道＋端末トラックと比較して、本システムの方が早くなるべき。(運輸・倉庫）
・ICタグをロールボックスに付けることでトレーサビリティが確保できる。まもなくRFIDが実用化す
る。（運輸・倉庫）
・共同輸送の議論を以前行ったことがあるが、荷物の中身、リードタイム、ODがまちまちで上手く
いかなかった。責任を明らかにすることからも、一つの組織が行うことが必要だと思う。（運輸・倉

システム等について

ロジターミナルについて

９．新しい貨物輸送システムに関するヒアリング調査結果

結果の概要結果の概要
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事業性の検討事業性の検討

ヒアリング調査結果を踏まえた検討課題

・他のモードと比較したコスト、環境負荷等の比較検討　　　　試算を実施

・法制度面の検討　等

運用面の検討運用面の検討

・ロジターミナルの設置位置、機能の検討

・運営組織と貨物の輸送責任、利用形態の検討

・（隊列走行の場合）ドライバー配置の課題　等

システム面の検討システム面の検討

・技術的実現可能性の検討

・道路管理面からの車両（車群）モニタリング　等
実証実験等で検証

継続的に、荷主企業や
運送事業者と意見交換
を重ね検討

１０．新しい貨物輸送システムに関する検討課題
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１１．実証実験の意義

1. 技術面の検証（実用化に向けたデータ取得、技術的フィージビリティの確認（基礎的デー
タ収集等）、ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ等を考慮した効果評価、利用者評価の実施）

2. サービスの内容や効果、技術的成熟度を情報発信し、国民及びユーザーの理解を得る

1. 技術面の検証（実用化に向けたデータ取得、技術的フィージビリティの確認（基礎的デー
タ収集等）、ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ等を考慮した効果評価、利用者評価の実施）

2. サービスの内容や効果、技術的成熟度を情報発信し、国民及びユーザーの理解を得る

技術課題少

技術課題多

 LED、ライトパイプ等視線誘導
 蓄光式避難誘導標識
 緊急車両の支援
 多機能情報装置
 マルチカラー図形情報板
 太陽光発電の採用による環境対策
 電気自動車給電ｽﾀﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ設置
 快適なトイレ・リフレッシュ空間の整備
 無線LANを用いたテロップ・音声案内
 バーチャル受付嬢によるお客様サービス
 キャビテーション技術を用いた清掃装置
 遠隔操作による工事規制標識開発　等

動作確認試験等による運用評価や効果
評価

利用者評価

サービス実用化に向けたデータ収集
利用者評価

 ITS車載器を活用した安全情報提供
 テレビカメラを活用した安全情報提供
 画像処理の高度化（速度、異走検知）
 画像処理による落下物検知
 歩行者安全サービス
 標識の視認性向上
 プローブ情報を活用した正確な旅行時間予測
 環境対応型舗装
 新たな（長寿命）トンネル照明　等

短期目標
サービス

技術的ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨ確認(基礎ﾃﾞｰﾀ収集)
あるいは公開デモンストレーション　

新東名実験等での実施内容

 貨物車の連結走行・隊列走行長期目標
サービス

サービス例

実
験
・
デ
モ
等
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
や
効
果
、
技
術
的
成
熟
度
を
情
報
発
信

実
験
・
デ
モ
等
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
や
効
果
、
技
術
的
成
熟
度
を
情
報
発
信
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土工・橋梁区間
約９km

トンネル連続区間
約８km

森町ＰＡ上空から天竜川橋を撮影

掛川ＰＡ付近

新東名におけるSA/PA等の名称はすべて仮称

１２．実験走路の概要

試験走路　位置図①
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【実験区間】

１２．実験走路の概要

一宮高架橋

豊岡高架橋

金谷トンネル西坑口

掛川第一トンネル西坑口

※名称はすべて仮称

試験走路　位置図②

ＴＮ延長(km)

上り線→

←下り線

ＴＮ延長(km)
△

▽

試験走路 約８km（トンネル連続区間）

掛
川
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A

金
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4.5

4.70.71.20.9
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0.1
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0.8
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△

モデルルーム(仮設)

モデルルーム(仮設)
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〜〜
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〜〜

〜〜
〜〜

〜〜
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〜〜

森
掛
川
Ｉ
Ｃ
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１３．実証実験に向けたスケジュール（案）

•実証実験

•試験走路整備

•実験計画の検討
2010年 2012年2011年2009年2008年

（準備）

短
期
サ
ー
ビ
ス
開
始

【実験区間】

舗装

電気・通信関係

交通安全施設

ＴＮ延長(km)

上り線→

←下り線

ＴＮ延長(km)
△

▽

試験走路 約８km（トンネル連続区間）

掛
川
P
A

金

谷

TN
4.5

4.70.71.20.9

TN
0.5
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0.7

TN
0.1
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0.8

掛
川
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川
第
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和
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森
町
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A

12.1km 16.9km
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▽

△

モデルルーム(仮設)

モデルルーム(仮設)

浜
北
Ｉ
Ｃ 〜〜

〜〜

〜〜
〜〜

試験走路 約9km（明かり区間）

〜〜

〜〜
〜〜

〜〜
〜〜

〜〜

森
掛
川
Ｉ
Ｃ

（土工・橋梁区間）
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１４．実証実験メニュー（案）

現段階での実験メニューは以下の通り。

検討中のサービス及び、下記のほかにも安全、環境、お客様サービス向上、効率的な道路保
全等の観点から、有用な技術を幅広く公募し、その開発・効果確認等の場として活用する。

現段階での実験メニューは以下の通り。

検討中のサービス及び、下記のほかにも安全、環境、お客様サービス向上、効率的な道路保
全等の観点から、有用な技術を幅広く公募し、その開発・効果確認等の場として活用する。

土工・橋梁区間TN連続区間 ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ
ITS車載機を活用した安全情報提供 送受信確認、コンテンツの検討 ● ●
テレビカメラを活用した安全情報提供 ●
全線監視カメラ ● ●
画像処理の高度化（速度、異走検知） ● ●
LED、ライトパイプ等視線誘導 視認性の確認 ● ●
蓄光式避難誘導標識 試行・評価 ●
緊急車両支援(遠隔操作ｹﾞｰﾄ、緊急開口部情報板デモ ●
歩行者安全サービス 試行・評価 ●
ハイウェイラジオ連続化 デモ ●
多機能情報装置 試行・評価 ● ●
マルチカラー図形情報板 試行・評価 ●
標識の視認性向上 試行・評価 ●
ETCレーン安全対策(退避ﾚｰﾝ、お知らせｱﾝﾃﾅ) 試行・評価 ●
太陽光発電 デモ ●
電気自動車用給電スタンド デモ ●
環境対応型舗装 試行・評価 ●
ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報を活用した正確な旅行時間予測 試行・評価 ●
快適なトイレ・リフレッシュ空間 試行・評価 ●
交通情報、広報・防災機能空間 試行・評価 ●
無線LANを用いたテロップ・音声案内 試行・評価 ●
バーチャル受付嬢によるお客様ｻｰﾋﾞｽ 試行・評価 ●
次世代情報ターミナル デモ ●
貨物車の連結走行・隊列走行 走行安全性検証・評価 ● ●
画像処理による落下物自動検知 試行・評価 ● ●
遠隔操作による規制標識装置開発 試行・評価 ●
キャビテーション技術を用いた清掃装置 デモ ●
新たな（長寿命）トンネル照明 視環境改善効果、長寿命化 ●
新たな接客空間 デモ ●
対距離ICMの導入検討 デモ ●

道路管理者支援
技術

実施箇所
方向性 主な実験メニュー

安全・安心の実現

環境への配慮

実施内容

多様なライフスタイ
ル・活力ある社会

の実現

試行・評価、速度・異走検知
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１５．懇談会開催状況
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１５．懇談会開催状況


